
Ｐ２　新年のご挨拶（山形市長）
　　　新年を迎えて（理事長）
Ｐ３　令和７年度安全就業推進大会
　　　ブロック研修会
Ｐ４　令和８年　年男・年女の方から
　　　事業普及啓発活動を実施

Ｐ５　　　わが街通信
Ｐ６～７　会員のひろば
Ｐ８　　　文化祭出展作品から
Ｐ９　　　就業会員を訪ねて
　　　　　新入会員紹介
Ｐ10　　  事務局だより

―― 内 容 紹 介 ――

ホームページでもご覧いただけます。 山形市シルバー人材センター

地蔵岳にて（撮影　蔵王地区 高橋秀一さん）
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新
年
を
迎
え
て理

事
長　

斎
　
藤
　
武
　
弘

新
年
の
ご
挨
拶

山
形
市
長　

佐
　
藤
　
孝
　
弘

　

謹
ん
で
新
春
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に

新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

旧
年
中
は
セ
ン
タ
ー
事
業
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と

に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
た
に
セ
ン
タ
ー
の
第
４
次

中
期
事
業
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
健
康
で
『
生
き
が
い
』

『
働
き
が
い
』
が
実
感
で
き
る
山
形
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
も
と
、

会
員
・
役
員
の
皆
様
と
と
も
に
新
規
入

会
促
進
や
清
掃
奉
仕
活
動
、
安
全
講
習

会
、
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
等
を
企
画
、
実

施
す
る
と
と
も
に
、
未
就
業
会
員
を
対

象
と
し
た
出
張
相
談
会
な
ど
新
た
な
取

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
話
役
や
地
区
班
長
と
の
意

見
交
換
、
地
区
研
修
会
等
を
通
じ
て
会

員
の
方
か
ら
直
接
ご
意
見
や
要
望
を
聞

き
、
セ
ン
タ
ー
運
営
へ
の
反
映
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業

実
績
に
関
し
て
は
堅
調
に
推
移
し
て
お

り
、
様
々
な
事
業
活
動
に
関
し
て
も
コ

ロ
ナ
禍
で
の
休
止
・
再
開
を
経
て
、
従

前
の
状
況
を
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、「
会
員
の
年
齢
階
層
」
や

「
入
会
時
年
齢
」
の
高
齢
化
と
い
っ
た

現
状
に
対
応
し
た
就
業
や
セ
ン
タ
ー
運

営
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
全
国
の
セ
ン
タ
ー
も
同
様

で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動
や
会

員
の
就
業
の
み
な
ら
ず
、
組
織
の
活
性

化
に
も
直
結
す
る
課
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
活
動
を
継
続
し
、
さ

ら
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
活
動

の
根
幹
と
な
る
「
組
織
の
充
実
と
連

携
」、「
事
業
運
営
基
盤
」
の
更
な
る
強

化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
会
員
と
役
職
員

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
干
支
は
「
丙
午
（
ひ
の
え
う

ま
）」。
午
年
は
「
飛
躍
」「
前
進
」
の

象
徴
で
も
あ
り
、
力
強
く
駆
け
抜
け
る

馬
の
よ
う
に
成
長
や
成
功
を
願
う
の
に

最
適
な
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
一
度
、
会
員
の
皆
様
と
と
も
に

「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
シ

ル
バ
ー
の
基
本
に
立
ち
返
り
、
２
０
２

６
年
が
セ
ン
タ
ー
と
し
て
新
た
な
成
長

と
前
進
の
一
年
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

会
員
の
皆
様
方
の
豊
富
な
知
識
や
経

験
・
技
能
等
を
活
か
し
、
就
業
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
事

業
を
展
開
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
と
高

齢
者
の
社
会
参
加
に
多
大
な
る
ご
貢
献

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
た
今
、

山
形
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
年
は
多

く
の
方
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、
健

康
寿
命
も
着
実
に
延
伸
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
少
子
化
も
進

ん
で
お
り
、
将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る

地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

高
齢
者
の
方
々
が
健
康
で
地
域
社
会
を

支
え
る
力
と
な
り
、
活
躍
で
き
る
地
域

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
年
は
、
山
形
市
の

経
営
計
画
で
あ
る
「
山
形
市
発
展
計
画

２
０
３
０
」
の
２
年
目
の
年
と
な
り
ま

す
。
計
画
で
は
、「
健
康
医
療
先
進
都

市
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
一

つ
に
掲
げ
、
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
２
０
４
０
年
の
ま
ち
の
姿
を
描

き
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
元
気
で

活
力
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
で
あ
り
続

け
る
た
め
、
高
齢
者
の
方
々
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
と
も
に
支
え
合
い
、
積
極

的
に
地
域
活
動
や
就
労
的
活
動
等
に
参

加
し
、
自
分
ら
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
施
策
を
よ
り
一
層
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
方
々
が

活
躍
す
る
機
会
を
提
供
す
る
貴
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
大
変
重
要
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
本
市
の
施
策
推
進
に

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
の
干
支
は
「
午
」
で

す
。
皆
様
に
と
っ
て
、
駆
け
抜
け
る
馬

の
よ
う
に
、
活
気
あ
ふ
れ
る
飛
躍
す
る

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
公
益
社

団
法
人
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
、
新
し
い

年
が
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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去
る
十
月
十
日
、
山
形
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催
の

「
安
全
就
業
推
進
大
会
」
が
ビ
ッ
グ

ウ
イ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
全
就
業
優
良
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
し
て
県
内
三
か
所
の
Ｓ
Ｃ

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー

は
、
今
年
度
十
月
ま
で
事
故
が
六
件

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
冬
期

間
に
入
り
転
倒
事
故
等
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
、
会
員
の
皆
様
に
は
細
心

の
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
安
全
就
業
に
関
す
る
標
語

の
入
選
発
表
が
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー

か
ら
二
名
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞

気
を
抜
く
な　

油
断
の
先
に

�

　

危
険
あ
り

�

金
井
地
区　

武
田　

貴
行

佳
作
賞

シ
ル
バ
ー
の　

生
き
が
い
守
る

�

　

安
全
就
業

�

南
山
形
・
本
沢
地
区　

塩
野
美
智
子

　

引
き
続
い
て
、
ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
ル
ベ
ー
ス
村
山
店
長
今
野
陽
介

氏
よ
り
、「
足
腰
と
脳
を
鍛
え
て
健

康
ラ
イ
フ
」
と
題
し
て
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

大
変
参
考
に
な
る
話
を
聞
き
、
そ

の
後
会
員
一
同
実
技
を
ま
じ
え
て
の

良
い
姿
勢
で
の
早
歩
き
、
両
足
の
つ

ま
先
上
げ
、
足
指
の
上
げ
方
、
片
足

立
ち
な
ど
の
や
り
方
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
結
果
、
日
頃
の
努
力
で

転
倒
し
な
い
身
体
を
つ
く
り
、
い
つ

ま
で
も
健
康
で
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を

送
れ
る
生
活
が
出
来
れ
ば
と
再
確
認

し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

最
後
に
「
安
全
就
業
宣
言
」
と
し

て
、
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
と
の

基
本
理
念
を
再
確
認
し
、
事
故
ゼ
ロ

に
組
織
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
事

を
宣
言
し
て
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 　

令
和
七
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

を
十
一
月
十
日
・
十
一
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
「
介
護
保
険
」
を

テ
ー
マ
に
、
会
員
の
皆
様
が
知
り
た

い
情
報
を
社
会
福
祉
協
議
会
様
に
講

師
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
二
日
間
で

三
百
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

山
形
市
に
お
住
い
の
六
五
歳
以
上

の
高
齢
者
の
方
に
は
、「
介
護
保
険

と
高
齢
者
保
健
福
祉
の
し
お
り
」
が

全
戸
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

な
か
な
か
読
ん
で
い
る
人
は
少
な
い

よ
う
で
す
。
こ
の
「
し
お
り
」
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
解
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
ざ
介
護
保
険
を
利
用
と
な
っ

た
時
の
相
談
先
や
認
定
申
請
の
方

法
、
そ
し
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
い
ざ
」
の
時
の
力
強
い
ア
ド
バ
イ

ス
と
な
り
ま
し
た
。
一
番
気
に
な
る

介
護
認
定
区
分
や
介
護
施
設
の
種
類

と
入
所
条
件
そ
し
て
利
用
料
金
を
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
様
々
な

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
理
解
し
て
自

分
に
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

ご
自
身
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

ど
こ
の
地
域
か
福
祉
協
力
員
・
民
生

委
員
が
ど
な
た
な
の
か
確
認
し
「
福

祉
連
絡
カ
ー
ド
」
に
す
ぐ
に
記
入
し

て
見
え
る
場
所
に
置
い
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
時
は
躊
躇
せ

ず
に
周
り
の
人
に
助
け
を
求
め
ま

し
ょ
う
。

　

ま
ず
大
切
な
の
は
、
介
護
保
険
の

世
話
に
な
ら
ず
に
生
活
出
来
る
よ
う

健
康
に
留
意
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

山
形
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

�

令
和
七
年
度
安
全
就
業
推
進
大
会

　
　�

安
全
就
業
推
進
委
員
長
　
髙
橋
　
眞
一

○転倒しない身体をつくるため
　①�　健康づくり　身体的（病気）、精神的（ストレス）、
社会的（職場）

　②　身体づくり　栄養、休養、運動
　③　有酸素運動　ウォーキング、ストレッチなど
　④�　運動効果を高めるため　トレーニング（スクワッ
ト、有酸素運動、ヨガ）

　⑤　水分補給　一日2～3ℓ
　⑥�　ストレスコントロール3つ　うち1つは日常生活
でいつでも出来るもの（風呂、ヨガ、散歩、ゴルフ、
音楽鑑賞、映画、仲間との飲食など）

○健康体操として
　①�　良い姿勢での早歩き（手を大きくふりももを上げる）
　②　イスにすわり両足のつま先上げ
　③　床にすわり足を地面につけ指を動かす
　　・両足は身体をささえており非常に大事
　　・運動は呼吸を止めず、無理はしない
� （講演資料より）

「
介
護
保
険
～
い
ざ
と
イ
キ
イ
キ
元
気
の
た
め
に
」

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
ご
報
告
　
　

�

総
務
部
会
長
　
平
山
　
　
尚
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【質問内容】① 今年の抱負　② 生きがいにしていること　③ 健康のために気を付けていること

令和八年、今年は午年です。今年の年男・年女の会員さんから抱負などをお聞きしました。

第６地区　茅野　　勲（壬午）
①�長年一緒に働いて来た仲間と
元気で仕事する。
②�認知症防止に気の合った仲間
４人と健康麻雀。
③�運動不足解消に健康器具で体
を強化すること。

楯山地区　中村　　強（甲午）
①�各駅停車の列車に乗ってゆっ
くり旅がしたい。
②�旅の計画（妄想トレイン）、
古代史のロマン。
③�好き嫌いなく、よく噛んで、
よく食べること。

飯塚・椹沢地区　折原　貞照（壬午）
①�健康で介護を受けずに済む1
年でありたい。
②�グラウンド・ゴルフで仲間と
語らい、適度の酒を楽しむ。
③�野菜作りで汗を流し、季節の
旬を食す。

鈴川３地区　畠中美栄子（甲午）
①�趣味でやっている野菜作りを
頑張りたい。
②健康で楽しく働くことです。
③�極力ストレスは次の日に持ち
越さない。

令和八年　年男・年女令和八年　年男・年女

　

十
月
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
普
及
啓
発
月
間
で
し
た
。

◦
役
職
員
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動

　

十
月
三
十
日
（
木
）、
イ
オ
ン
山

形
南
店
と
山
形
北
店
で
、
斎
藤
理
事

長
は
じ
め
各
理
事
、
各
専
門
部
会
員
、

委
員
会
委
員
、
事
務
局
職
員
等
の
総

勢
四
十
名
で
実
施
し
ま
し
た
。
入
会

の
ご
案
内
と
仕
事
の
依
頼
の
た
め
の

チ
ラ
シ
を
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
店

に
来
店
さ
れ
た
方
々
に
お
声
が
け
し

な
が
ら
約
千
枚
配
布
し
ま
し
た
。
新

規
会
員
増
加
や
新
た
な
仕
事
の
受
注

の
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

◦
会
員
に
よ
る
清
掃
活
動

　

十
月
二
十
二
日
（
水
）、
山
形
駅

西
地
区
の
街
路
清
掃
活
動
を
六
十
四

名
の
会
員
の
方
々
の
参
加
を
得
て
実

施
し
ま
し
た
。
歩
道
沿
い
の
ゴ
ミ
や

落
ち
葉
を
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
、

気
持
ち
よ
く
な
り
ま
し
た
。

◦
文
化
祭
と
バ
ザ
ー

　

十
月
六
日
（
月
）
と
七
日
（
火
）

に
山
形
テ
ル
サ
に
て
、
互
助
会
主
催

文
化
祭
・
女
性
部
会
の
創
作
品
頒
布

会
が
開
催
さ
れ
、
パ
ネ
ル
展
示
や
作

品
に
よ
っ
て
事
業
活
動
の
紹
介
と
会

員
募
集
を
実
施
し
ま
し
た
。

事
業
普
及
啓
発
活
動
を
実
施

事
業
普
及
啓
発
活
動
を
実
施

広
報
部
会
長
　
岸
　
　
純
一
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ふ
る
さ
と
…
先
人
に
感
謝
し
明

る
い
未
来
へ
…

　

当
地
区
は
、
山
形
駅
よ
り
西

の
方
約
四
㎞
の
所
に
位
置
し
、

飯
塚
町
、
や
よ
い
、
椹
沢
、
西

原
の
四
地
区
で
構
成
さ
れ
、
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

〇
地
区
の
由
来
（
山
形
市
史　

上
巻
よ
り
抜
粋
）

　

飯
塚
の
名
は
古
墳
に
因
む
地

名
か
と
思
わ
れ
る
。

　

椹
沢
の
名
は
椹
の
生
え
た
沢

か
ら
起
こ
っ
た
地
名
で
あ
ろ
う
。

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

〇
地
区
の
一
部
を
ご
案
内

『
よ
う
こ
そ　

飯
塚　

き
ゅ
う

り
の
里
へ
』

　

飯
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
北
側
交
差
点
に
堂
堂
と
し

た
看
板
が
立
っ
て
い
る
。
当
地

区
は
き
ゅ
う
り
の
生
産
地
と
し

て
有
名
で
、
住
宅
地
の
周
囲
に

広
大
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
点

在
し
て
い
る
。

　

ま
た
当
該
地
は
、
商
店
、
会

社
が
多
い
。
下
飯
塚
道
路
沿
い

に
「
か
す
り
や
本
店
」
が
見
え

て
い
る
。
だ
ん
ご
で
有
名
で
、

店
舗
に
工
場
が
併
設
さ
れ
風
味

が
良
い
。
受
験
生
用
合
格
ど
ら

や
き
は
逸
品
で
あ
る
。

『
り
ん
ご
の
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
』

　

椹
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
入
口
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

椹
沢
は
明
治
時
代
初
期
頃
よ
り
、

り
ん
ご
栽
培
が
お
こ
な
わ
れ
た

地
と
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

椹
沢
か
ら
宮
浦
小
学
校
へ
通

じ
る
丁
字
路
近
く
に
「
ひ
ま
わ

り
畑
」「
コ
ス
モ
ス
畑
」
が
あ

り
、
道
行
く
人
を
楽
し
ま
せ
て

い
る
。
椹
沢
地
区
ふ
る
さ
と
保

全
の
会
の
皆
様
が
丹
精
こ
め
育

て
た
も
の
で
、
ひ
ま
わ
り
が
同

じ
方
向
を
向
き
咲
く
様
は
圧
巻

で
あ
る
。

〇
感
謝
し
な
が
ら
、
各
地
区
の

未
来
に
期
待
し
た
い
。

地域紹介地域紹介 わが街通信

沼
澤　

久
雄

滝
山
二
地
区

『
滝
山
地
区
は
広
い
』

　

山
形
市
の
南
東
部
一
大
発
展
を

遂
げ
た
「
滝
山
地
区
」。

　

美
し
い
自
然
を
背
景
に
名
所
古

跡
神
社
仏
閣
が
多
い
、
自
然
と
文

化
に
満
ち
た
住
み
や
す
い
土
地
で

す
。
東
に
千
歳
山
、
瀧
山
、
西
蔵

王
（
野
草
園
、
テ
レ
ビ
塔
）
国
道

十
三
号
線
、
国
道
二
八
六
号
線
、

国
道
一
一
二
号
線
、
西
に
は
奥
羽

本
線
（
山
形
新
幹
線
）
白
山
地
区

ま
で
広
範
囲
で
す
。

　

地
形
は
、
東
南
に
高
く
、
西
北

に
傾
斜
し
、
近
年
の
急
速
な
都
市

化
に
よ
り
地
区
人
口
が
、
一
時

二
万
四
千
人
（
平
成
十
六
年
）
を

超
え
大
き
く
発
展
を
続
け
て
お
り

ま
す
。

　

山
形
市
内
で
最
も
人
口
が
多
い

地
区
に
発
展
し
ま
し
た
。
地
区
の

シ
ン
ボ
ル
修
験
の
山
・
瀧
山
、
日

本
一
古
い
鳥
居
ケ
丘
の
石
鳥
居
や

西
行
法
師
の
行
脚
な
ど
、
ま
た
大

山
桜
の
名
所
地
、
阿
古
耶
姫
の
伝

説
の
千
歳
山
、
今
で
も
梨
青
磁
等

の
平
清
水
焼
と
し
て
人
気
の
高
い

製
品
を
生
産
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
は
山
形
警
察
署
、
南

二
番
町
交
番
、
滝
山
公
民
館
、
元

木
公
民
館
、
村
山
総
合
支
庁
、
滝

山
郵
便
局
、
南
原
郵
便
局
、
山
形

銀
行
、
き
ら
や
か
銀
行
、
山
形
大

学
医
学
部
附
属
病
院
、
東
北
芸
術

工
科
大
学
、
県
立
山
形
中
央
高
、

日
大
山
形
高
、
山
形
明
正
高
、
市

立
第
六
中
学
校
、
滝
山
小
学
校
、

南
小
学
校
、
桜
田
小
学
校
、
病
院
、

医
院
は
、
歯
科
十
三
、
内
科
六
、

眼
科
三
、
整
形
外
科
三
、
皮
ふ
科

三
。
耳
鼻
咽
喉
科
二
、
産
婦
人
科

二
、
心
療
内
科
一
、
そ
の
ほ
か

ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
六
、
コ
ン
ビ
ニ

等
多
数
あ
り
ま
す
。
教
育
や
福
祉
、

公
共
機
関
、
道
路
、
交
通
が
急
速

に
進
み
、
安
全
と
福
祉
の
充
実
に
、

生
活
し
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
い

る
の
が
滝
山
地
区
で
す
。

金
子　

宜
弘

飯
塚
・
椹
沢
地
区

千歳山と13号線バイパス千歳山と13号線バイパス

リンゴのモニュメントリンゴのモニュメント きゅうりの里飯塚きゅうりの里飯塚
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人
生
百
年
時
代
な
ん
て
ど
う
生
き

れ
ば
い
い
の
か
。
友
人
と
以
前
こ
の

話
題
で
話
し
合
っ
た
時
、
友
人
は
、

「
私
は
働
く
、
年
を
取
っ
た
ら
働
く

の
よ
。」
と
元
気
な
答
え
に
、「
う
そ

で
し
ょ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。
年
を

取
っ
た
ら
、
働
く
所
な
ん
て
な
く
な

る
で
し
ょ
う
と
。
実
際
、
私
も
け
っ

こ
う
い
い
年
に
な
り
行
く
所
は
な
く

な
り
、
何
か
仕
事
が
し
た
い
な
あ
、

ま
だ
ま
だ
何
で
も
出
来
る
な
あ
と
、

強
く
思
う
よ
う
に
な
り
、
あ
の
時
の

話
に
あ
っ
た
シ
ル
バ
ー
人
材
を
、
思

い
出
し
ま
し
た
。

　

同
じ
よ
う
な
年
、
同
じ
よ
う
な
悩

み
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
は
ず
と

思
い
、
シ
ル
バ
ー
人
材
に
入
会
し
ま

し
た
。
入
っ
て
す
ぐ
ぐ
ら
い
に
、
二

日
置
き
、
二
時
間
の
所
を
、
紹
介
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
月
・
木
、
決

ま
っ
た
時
間
に
身
支
度
を
し
て
、
行

く
所
が
あ
る
、
や
る
べ
き
仕
事
が
あ

り
ま
す
。

　

社
員
の
人
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て

「
明
日
は
来
る
？
」、
待
っ
て
い
て

く
れ
る
よ
う
な
言
葉
に
、
帰
り
は
気

分
も
良
く
な
り
、
労
働
の
有
難
さ
を

味
わ
い
、
今
、
私
の
い
き
が
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
な
る
べ
く
長
く
働

け
る
よ
う
、身
体
を
い
た
わ
り
、元
気

に
、勤
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
世
代
で
の
万
博
旅
行
が
決
定
し

た
の
は
、
ス
マ
ホ
に
よ
る
入
場
予
約

に
つ
ま
づ
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
東
京

の
孫
に
応
援
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
孫
の
父
親
で
あ
る

息
子
か
ら
、
夏
休
み
な
ら

合
流
出
来
る
と
の
事
で
決

ま
っ
た
の
だ
。
五
十
五
年

前
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、

現
金
は
使
用
出
来
な
い
事
。

ス
マ
ホ
を
使
わ
な
け
れ
ば

何
も
出
来
な
い
事
。
孫
へ
の
こ
づ
か

い
が
電
子
マ
ネ
ー
と
い
う
の
も
初
め

て
の
事
だ
。

　

一
日
目
ホ
テ
ル
に
先
着
し
た
が
、

カ
ー
ド
キ
ー
の
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
も
乗
れ
な
い
。
露

天
風
呂
に
も
入
れ
な
い
。
夕
方
に
東

京
組
と
合
流
し
明
日
の
打
ち
合
わ
せ
。

私
が
出
来
な
か
っ
た
パ
ビ
リ
オ
ン
の

予
約
も
完
璧
だ
。

　

い
よ
い
よ
当
日
。
三
十
七
度
の
猛

暑
日
。
テ
レ
ビ
で
見
た
あ
の
夢
洲
駅

の
大
階
段
を
登
る
と
見
え
た
！
大
屋

根
リ
ン
グ
だ
。
し
か
し
空
港
並
の
手

荷
物
検
査
で
、
な
か
な
か
前
に
進
ま

な
い
。
お
目
当
て
の
大
阪
パ
ビ
リ
オ

ン
で
は
、
進
化
し
た
人
間
洗
濯
機
を

見
る
。
し
か
し
、
こ
の
辺
り
か
ら
妻

が
体
調
不
良
を
訴
え
涼
め
る
ス
ポ
ッ

ト
で
休
憩
。
そ
の
間
に
も
当
日
予
約

の
抽
選
結
果
が
一
時
間
お
き
に
各
人

の
ス
マ
ホ
に
送
ら
れ
て
く
る
。
パ
ビ

リ
オ
ン
入
場
も
ト
イ
レ
使
用
に
も
、

と
に
か
く
行
列
だ
。
大
感
動
し
た
三

菱
未
来
館
を
最
後
に
会
場
を
後
に
し

た
。

　

孫
た
ち
の
成
長
と
、
自
分
た
ち
の

老
い
を
実
感
し
た
旅
だ
っ
た
が
、
と

に
か
く
暑
か
っ
た
と
い
う
印
象
だ
け

が
強
く
残
っ
た
三
世
代
で
の
珍
道
中

だ
っ
た
。
も
し
三
度
目
の
万
博
が

あ
っ
た
ら
四
世
代
で
行
っ
て
み
よ
う
。

　
　
　

堺
田

　

陸
羽
東
線
堺
田
駅
前
に
在
る
小
さ

な
分
水
嶺
。
奥
羽
山
系
の
山
間
か
ら

西
地
区

伊
東　

悠
人

吟
行
漫
遊
記

第
五
地
区

渡
辺
は
つ
子

今
の
私

南
山
形
・
本
沢
地
区

�

小
田
富
士
夫

五
十
五
年
ぶ
り
二
度
目
の
大
阪
万
博
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棚
田
の
傾
斜
に
沿
っ
て
勢
い
よ
く
流

れ
て
く
る
細せ
せ
ら
ぎ流
が
、
こ
こ
で
東
西
に

分
か
れ
る
の
だ
。
葉
っ
ぱ
を
浮
か
べ

る
と
丁
字
形
の
真
中
で
左
右
き
れ
い

に
分
流
す
る
の
が
見
て
取
れ
る
。
右

へ
行
け
ば
日
本
海
、
左
へ
行
け
ば
太

平
洋
に
連
な
る
何
と
も
不
思
議
な
光

景
で
あ
る
。

　

春
し
ゅ
ん

風ぷ
う

駘た
い

蕩と
う

。
流
れ
の
傍
ら
の
四
阿

で
飽
き
る
こ
と
も
な
く
じ
っ
と
見
て

い
た
。
封
人
の
家
か
ら
出
立
し
て
、

芭
蕉
翁
も
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

堺
田
の
里
山
の
ど
か
分
水
嶺

　
　

雪
解
の
水み
く
ま分
り
ひ
そ
と
西
東

　
　

行
く
水
の
迸た
ば
しり
岐
る
春
の
音

　

東
京
で
生
ま
れ
、
父
親
の
関
係
で

関
東
東
北
各
地
を
転
々
と
し
た
後
、

山
形
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

五
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

七
十
歳
が
近
付
い
た
頃
か
ら
終
活

を
始
め
、
同
時
に
自
分
の
生
い
立
ち

を
振
り
返
り
、
ル
ー
ツ
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
を
調
べ
る
時
を
持
と
う
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
ル
ー
ツ
を
探
る
手
段
は
、

本
籍
地
の
市
区
町
村
役
場
に
遡
れ
る

全
て
の
戸
籍
を
請
求
し
て
取
得
す
る

事
と
、
父
親
の
関
連
の
過
去
の
資
料

と
書
籍
を
調
べ
る
こ
と
で
す
。
現
在

の
本
籍
地
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
前
の

本
籍
地
へ
と
一
つ
ず
つ
遡
っ
て
戸
籍

謄
本
を
取
得
す
る
と
い
う
作
業
の
繰

り
返
し
は
、
父
親
が
何
故
か
必
要
以

上
に
本
籍
地
を
変
え
て
い
た
た
め
に
、

思
い
の
外
手
間
と
時
間
が
掛
か
る
も

の
で
し
た
。

　

そ
し
て
や
っ
と
辿
り
着
い
た
私
の

ル
ー
ツ
は
、
ロ
シ
ア
人
と
秋
田
県
人
。

外
国
人
の
血
が
十
六
分

の
一
混
じ
っ
て
い
る
人

は
、
ワ
ン
シ
ッ
ク
ス

テ
ィ
ー
ン
ス
と
呼
ば
れ

る
事
も
初
め
て
知
り
ま

し
た
。

　

思
い
も
寄
ら
な
い
こ

の
結
果
は
、
終
活
の
締

め
に
す
る
に
は
衝
撃
的

過
ぎ
ま
し
た
。

　

今
は
色
々
な
ル
ー
ツ

を
持
つ
人
も
そ
れ
に
誇

り
を
持
っ
て
生
き
ら
れ

る
時
代
に
な
り
ま
し
た

が
、
国
際
結
婚
な
ど
珍

し
い
明
治
か
ら
昭
和
の

時
代
に
ど
ん
な
生
活
を

し
て
い
た
の
か
と
、
先

祖
の
事
に
思
い
を
巡
ら

せ
る
ル
ー
ツ
を
探
る
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

第
一
地
区

荒
井　

範
子

ル
ー
ツ
を
探
る

斎藤理事長　旭日小綬章を受章
　

令
和
七
年
春
の
叙
勲
に
て
、
当
セ

ン
タ
ー
の
斎
藤
武
弘
理
事
長
が
旭
日

小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
形
市
議
会
議
員
と
し
て
長
年
に

わ
た
り
山
形
市
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
、
市
議
会
議
長
・
県
市
議
会
議
長

会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
ご
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

九
月
二
十
二
日
に
は
、
遠
藤
利
明

衆
議
院
議
員
・
丸
子
善
弘
山
形
市
議

会
議
長
・
佐
藤
孝
弘
山
形
市
長
を
は

じ
め
二
百
十
名
の
方
々
が
出
席
し
、

盛
大
に
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ご
来
賓
や
発
起
人
の
皆
様
か
ら
は

斎
藤
理
事
長
の
お
人
柄
に
触
れ
る
ご

挨
拶
が
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

な
か
受
章
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
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写真「雨上がり」写真「雨上がり」
賛助会員　和田　勝子賛助会員　和田　勝子

トールペイント「welcome」（新貝美代子 著より）トールペイント「welcome」（新貝美代子 著より）
第10地区　佐藤　吉子第10地区　佐藤　吉子

木工芸「マンション（野草園）」木工芸「マンション（野草園）」
第２地区　田村　久江第２地区　田村　久江

色彩魚拓「ニザダイ」色彩魚拓「ニザダイ」
蔵王地区　古澤　英雄蔵王地区　古澤　英雄

写真「写真「紅紅
べにべに

積積
づづ

み」み」
第10地区　佐藤　輝夫第10地区　佐藤　輝夫

盆栽「残雪」盆栽「残雪」
鈴川３地区　高橋　忠昭鈴川３地区　高橋　忠昭

書「山
さん

頭
とう

火
か

の句
く

」
第５地区　柿本　青史

書「書「徳徳
とくとく

川川
がわがわ

家家
いえいえ

康康
やすやす

公公
こうこう

遺遺
いい

訓訓
くんくん

」」
出羽・明治地区　植松　ユキ出羽・明治地区　植松　ユキ

工芸「くまちゃん　３品」工芸「くまちゃん　３品」
南山形・本沢地区　塩野　美智子南山形・本沢地区　塩野　美智子

誌上展覧会誌上展覧会
～令和7年度文化祭出展作品の紹介～～令和7年度文化祭出展作品の紹介～
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新
入
会
員
紹
介

第

一

地

区	

鈴
木
　
哲
子

	

前
田
　
吉
蔵

	

三
浦
　
京
子

第

二

地

区	

佐
藤
　
龍
一

第

三

地

区	

黒
沼
　
弘
美

	

小
山
　
哲
夫

	

藤
澤
　
秀
光

	

齊
藤
　
　
勝

第

五

地

区	

北
村
　
仁
志

	

北
村
　
京
子

	

奥
山
千
佳
子

第

六

地

区	

青
木
　
敬
子

	

石
黒
　
洋
子

西

地

区	

小
木
曽
孝
行

第

八

地

区	

朧
氣
美
智
子

	

竹
島
八
重
子

第

九

地

区	

永
井
　
　
弘

	

武
田
　
広
幸

第

十

地

区	

武
田
　
雅
一

	

井
上
　
廣
志

	

松
田
　
　
耕

	

渡
辺
　
敏
彦

	

小
野
　
　
仁

鈴
川
一
地
区	

石
沢
　
正
利

	

丸
藤
智
代
子

鈴
川
二
地
区	

清
野
　
孝
子

	

加
藤
美
智
子

	

栗
田
　
公
子

	
三
国
　
富
夫

鈴
川
三
地
区	

伊
藤
　
俊
文

千

歳

地

区	

鈴
木
美
喜
雄

	

武
田
　
一
男

東

沢

地

区	

櫻
井
ひ
と
み

	

芳
賀
　
豊
松

	

黒
沼
　
光
一

滝
山
一
地
区	

石
沢
　
美
代

	

菊
池
　
正
男

	

松
橋
　
　
渉

	

原
　
　
恵
子

	

五
十
嵐
　
淳

滝
山
二
地
区	

伊
藤
　
則
子

金

井

地

区	

村
上
　
紀
子

	

風
間
　
　
亙

	

多
田
　
健
次

大

郷

地

区	

櫻
井
　
修
一

山
寺
・
高
瀬
地
区	

尾
形
　
恵
美

	

渡
辺
美
枝
子

楯

山

地

区	

佐
藤
　
典
子

蔵

王

地

区	

佐
藤
　
政
利

	

酒
井
　
紀
子

	

堀
川
　
恵
悦

	

山
川
　
　
正

南
山
形
・
本
沢
地
区	

斉
藤
　
益
男

	

門
間
祐
美
子

	

横
山
八
重
子

	

成
川
眞
貴
子

南
沼
原
地
区	

伊
藤
　
浩
子

　

山
形
市
沼
木
に

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
み
こ
こ
ろ

の
園
が
あ
り
ま
す
。

宿
直
業
務
や
日
直

業
務
、
送
迎
や
リ

ネ
ン
交
換
業
務
で

会
員
が
就
業
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、

福
田
美
知
子
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

福
田
さ
ん
は
、
入
所
者
及
び

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
の
入

浴
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
た
物
を

洗
濯
す
る
業
務
に
あ
た
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
洗
濯
業
務
は
、
長

期
休
み
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
間
を
通
し
て
、
一
日
常
時
二

名
体
制
で
、
早
番
は
午
前
九
時

か
ら
午
後
一
時
ま
で
、
遅
番
は

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
洗
濯
機
を
使
い
入
所

者
の
衣
類
や
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ

等
を
す
べ
て
一
手
に
引
き
受
け

て
、
洗
い
、
乾
燥
、
折
り
た
た

み
と
所
定
の
位
置
に
区
分
け
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
洗

濯
室
の
中
で
の
仕
事
に
な
る
そ

う
で
す
。

　

と
て
も
ハ
ー
ド
な
仕
事
と
お

見
受
け
し
ま
し
た
が
、
ご
本
人

の
明
る
い
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に

仕
事
に
励
む
お
姿
に
、
感
を
深

く
し
て
き
ま
し
た
。「
つ
ら
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」
と

お
聞
き
す
る
と
、「
同
僚
も
施

設
の
職
員
の
方
も
皆
い
い
方
ば

か
り
で
、
つ
ら
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
。
や
り
が
い
を
持
っ

て
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。」

と
の
こ
と
。
私
も
こ
う
あ
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

就業会員を訪ねて就業会員を訪ねて
福田美知子・大石りつ子

みこころの園　洗濯業務
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あ と が き
あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

会
員
の
皆
様
に
は
穏
や
か

な
お
正
月
を
お
迎
え
で
し
ょ

う
か
。

　

昨
年
は
、
仕
事
や
趣
味
の

こ
と
な
ど
様
々
な
こ
と
を
文

章
に
し
て
、
ご
投
稿
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
シ
ル
バ
ー
や
ま
が
た
の

紙
面
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

天
気
予
報
に
は
雪
マ
ー
ク

が
出
始
め
ま
し
た
が
、
ク
マ

の
出
没
情
報
も
連
日
出
て
い

ま
す
。
昨
年
は
例
年
の
数
倍

も
の
目
撃
情
報
と
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
、
人
身
被
害
も

多
く
、
ク
マ
は
今
一
番
の
脅

威
で
す
。
早
く
冬
眠
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　

今
年
は
午
年
で
す
。
馬
が

前
へ
前
へ
と
走
る
姿
の
美
し

さ
や
力
強
さ
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
発
展
す
る
年
、
縁
起
の
良

い
年
と
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
皆
様
に
と
っ
て
新
し
い

年
が
幸
多
い
一
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
Ｉ
・
Ｙ
）
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（公社）
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
形
市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

電
話（
〇
二
三
）六
四
七−

六
六
四
七

U
R

L：
https://w

ebc.sjc.ne.jp/yam
agatashi

E
-m

ail：
yam

agatashi@
sjc.ne.jp

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
配
分
金
支
払
日

　
一
月
二
十
日（
火
）

　
二
月
二
十
日（
金
）

　
三
月
十
九
日（
木
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
月
八
日（
木
）　
十
五
日（
木
）

　
　
二
十
二
日（
木
）

　
二
月
五
日（
木
）　
十
日（
火
）　

　
　
十
七
日（
火
）

　
三
月
三
日（
火
）　
十
日（
火
）　

　
　
十
七
日（
火
）

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　
一
月
十
四
日（
水
）

　
二
月
四
日（
水
）

　
三
月
十
一
日（
水
）

※�

就
業
相
談
の
受
付
は
午
後
一
時
十
五
分

か
ら
で
す
。
予
約
等
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
訃
　
報

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

鈴
川
一
地
区

　

太
田　

治
男
さ
ん
（
七
十
二
歳
）

鈴
川
三
地
区

　

鈴
木　

一
見
さ
ん
（
六
十
九
歳
）

第
九
地
区

　

佐
藤
智
恵
子
さ
ん
（
七
十
二
歳
）

金
井
地
区

　

細
谷　

俊
廣
さ
ん
（
八
十
一
歳
）

お
知
ら
せ
と
お
願
い

配分金＝所得税法上の取扱い
　シルバー人材センターでご紹介する仕事には「請負事業」と「派遣事業」の２種類があり、そ
のうち「請負」で仕事をして得た『配分金』は所得税法上「雑所得」として取り扱われます。課
税対象者になると思われる会員の方は各自で最寄りの税務署に申告が必要となります。
　センターでは、令和７年分の配分金合計額を証明する『配分金支払証明書』を、今年請負でお
仕事をされた方全員に郵送にて交付いたします。届いた証明書を、確定申告等でご利用ください。　
　また、「派遣事業」で就業して得た『賃金』は、「給与収入」として取り扱われますので、山形
県シルバー人材センター連合会より源泉徴収票が送付されます。
　『配分金』については、租税特別措置法第 27 条の「家内労働特例」に該当します。配分金の他
に給与収入がある場合は、控除が認められる 65 万円から給与所得控除額を控除した残額が特例
で控除できる金額です。今年の控除額については他にも変更点がありますので、ご注意ください。

　また、公的年金を受給している場合は配分金とは別に所得控除が受けられます。
　なお、配分金収入、給与収入、公的年金収入以外の収入がある場合の申告については、
別途書類の提出が必要な場合がありますので、税務署にお尋ねください。

※�給与所得控除の改正、基礎控除の改正、公的年金等に係る雑所得の速算表については、
センターＨＰでも確認できます。

【今年の変更点】
◦家内労働特例の控除額が 55 万円から 65 万円へ引き上げ
◦給与所得控除の最低保証額が 55 万円から 65 万円へ引き上げ
◦基礎控除額が所得に応じて最大 95 万円までに変更

詳細はこちら


